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平成29年８月１日

第146号

 ２Ｐ…第２回定例会のあらまし
 ４Ｐ…補正予算
 ５Ｐ…第２回臨時会・行政報告
 ６Ｐ…教育行政報告
 ７Ｐ…一般質問
 ９Ｐ…各委員会委員の選任
10Ｐ…全国議長・副議長研修会報告
11Ｐ…議会の話題
12Ｐ…議会のうごき

７月２日（日）、東三川自治区の運動会の競
技種目に防災に関する競技を取り入れた、

「防災運動会」が開催され、陸上自衛隊によ
る炊き出しや車両の展示が行われました。

防災運動会
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平成２9年
第２回定例会
　平成 29 年第２回定例会は６月 14 日に召集され、会期を 16
日までの３日間として開会しました。
　諸般の報告（会務、平成 28 年度由仁町一般会計繰越明許費繰
越計算書）に続いて行政報告が行われ、一般質問は２名の議員
から２件の質問が行われました。
　また、条例の一部改正案１件、計画の一部変更１件、平成 29
年度各会計補正予算案４件、人事案 16 件、会議案１件、意見書
案１件について慎重に審議し、いずれも原案のとおり可決しま
した。

  

条
例
の
改
正

  

計
画
の
変
更

●
由
仁
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

　

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

保
育
園
に
入
園
申
し
込
み
が
あ
っ
た
際
の
保
育
必
要
量
な
ど
の
支
給
認
定

　

内
容
を
確
認
す
る
方
法
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
由
仁
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
の
一
部
変
更

　
　

町
立
病
院
を
有
床
診
療
所
お
よ
び
医
療
機
関
併
設
型
小
規
模
介
護
老
人
福

　

祉
施
設
へ
転
換
す
る
た
め
に
必
要
な
改
修
工
事
等
や
耐
震
工
事
を
実
施
す
る

　

た
め
、
計
画
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。
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人
　
事

●
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

黒
川　

義
介
氏
（
三
川
錦
町
）
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
引
き
続
き
同
氏
を

　

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

６月 11 日（日）由仁消防団春季連合消防演習において消防団員表彰が行われました。

●
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
　

任
期
満
了
に
伴
う
15
名
の
農
業
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、同
意
し
ま
し
た
。

　

橋
口
善
一
郎
氏
（
山　

形
・
新
任
）　　

中
道　

雅
彦
氏
（
東　

栄
・
新
任
）

　

田
中　
　

勲
氏
（
伏　

見
・
再
任
）　　

野
島　

浩
史
氏
（
新　

光
・
再
任
）

　

川
崎　

浩
樹
氏
（
山　

桝
・
再
任
）　　

西
田　

勝
敏
氏
（
岩　

内
・
新
任
）

　

佐
藤　

弘
之
氏
（
古　

山
・
新
任
）　　

杉
本　

道
哉
氏
（
熊　

本
・
再
任
）

　

北
川　

正
則
氏
（
西
三
川
・
新
任
）　　

上
野　

祐
司
氏
（
本
三
川
・
再
任
）

　

萩
生
田
祥
潔
氏
（
中
三
川
・
再
任
）　　

川
端　
　

敦
氏
（
東
三
川
・
新
任
）

　

鷲
見　

幸
生
氏
（
川　

端
・
新
任
）　　

本
間　

俊
明
氏
（
新　

光
・
新
任
）

　

高
嶋　

雅
彦
氏
（
西
三
川
・
再
任
）
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会　計　名 補正前の額 補正後の額 補正額計

一般会計

5,720,900 5,939,234 218,334

特
　
　
　
　
　
別
　
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
計

国保事業
会　　計

1,303,566 1,303,971 405

病院事業
会　　計

515,796 521,726 5,930

水道事業
会　　計

937,717 943,863 6,146

補 正 予 算
平成 29年度各会計補正予算は原案のとおり可決しました。　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）	

【主な増減理由】
退職被保険者療養給付費	 △ 17,650	 介護納付金	 △ 3,198
退職被保険者高額療養費	 △ 2,851	 財政調整基金積立金	 25,539
後期高齢者支援金	 △ 1,721

【主な増減理由】
１区除雪機ほか備品整備事業補助金	 	 国保病院事業特別会計繰出金　　　
	 1,300	 	 △ 4,423
財政調整基金積立金	 23,782	 ゆにガーデン非常用放送設備更新工事
（介護老人保健施設）	 	 	 1,563
工事監理委託料	 1,905	  排水補修工事	 1,036
国保病院病床転換等改修工事	 86,808        
国保病院病床転換等改修工事実施設計　　　
負担金	 7,388
（診療所）
工事監理委託料	 1,893   
国保病院病床転換等改修工事	 86,273        
国保病院病床転換等改修工事実施設計　　　　
負担金	 7,344

【主な増減理由】
町立病院病床転換等改修工事実施設計業務委託料　　　　　　5,184

【主な増減理由】
ヤリキレナイ川改修事業支障水道管移設事業委託料　　　　　6,146　

　《意　見　書》　　　　　　　　　　　
　　次の意見書を採択し、関係省庁に提出しました。

意　　見　　書　　名 提　　　出　　　先

全国規模の総合的なアイヌ政策の根
拠となる新たな法律の早期制定を求
める意見書

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、法務大臣、
外務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、農林水産大臣、経
済産業大臣、国土交通大臣
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行 政 報 告 （町長　松村　諭）

１　ふるさと寄附
　金の受付状況に
　ついて

　今年度の寄附金は、受付ベースで６月１日現在、1,268 件、2,647
万円となっており、昨年の同時期と比べますと件数で 428 件、金額
で 743 万円の増となっています。増額の要因としては、昨年度まで
は５月の連休明けから寄附の申込受付を開始していましたが、今年
度は準備を早めに行い、１か月前倒して４月１日から受付を開始し
たこと、また、返礼品協力事業者数の増加により、さらに返礼品の
ラインナップを拡充できたことによるものと考えています。
　これからも「ふるさと寄附金」のＰＲに努めていきます。

２　主な工事の進
　捗状況について

　建築事業の「由仁町公営住宅北栄団地２号棟建替工事」と「由仁
町公営住宅わかば団地４号棟建設工事」は、いずれも５月 25 日に着
工し、現在、基礎工事の作業中であり、「由仁町公営住宅北栄団地２
号棟建替工事」は 10 月 20 日に、「由仁町公営住宅わかば団地４号棟
建設工事」は 10 月 31 日に完成の予定となっています。
なお、「由仁町学校給食センター改築工事」につきましては、教育長
から報告します。

行
政
報
告

第２回臨時会
専
決
処
分
４
件
に
つ
い
て
承
認
し
、
議
案
５
件
に
つ
い
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
由
仁
町
議
会
の
各
委
員
会

構
成
を
変
更
し
ま
し
た
。（
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

◎
専
決
処
分
し
た
事
件

・
平
成
28
年
度
由
仁
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　

定
に
つ
い
て

・
由
仁
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
由
仁
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　

つ
い
て

◎
由
仁
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
な
い
よ
う
個
人
情
報
を
加
工
す
る
仕

　

組
み
や
、
個
人
情
報
の
定
義
の
明
確
化
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

◎
由
仁
町
公
営
住
宅
北
栄
団
地
２
号
棟
建
替
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

に
つ
い
て

　

契
約
金
額　
　

６
，
８
３
６
万
４
千
円

　

契
約
の
相
手
方　
　

川
上
建
設
株
式
会
社

◎
由
仁
町
公
営
住
宅
わ
か
ば
団
地
４
号
棟
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締

　

結
に
つ
い
て

　

契
約
金
額　
　

７
，
２
０
３
万
６
千
円

　

契
約
の
相
手
方　
　

株
式
会
社
伊
藤
工
務
店

◎
由
仁
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

　

て

　

契
約
金
額　
　

５
億
５
，
８
３
６
万
円

　

契
約
の
相
手
方　
　

菱
中
・
栄
進
・
松
村
経
常
建
設
共
同
企
業
体

◎
由
仁
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機
器
の
買
入
れ
に
つ
い
て

　

契
約
金
額　
　

１
億
２
，
０
９
６
万
円

　

契
約
の
相
手
方　
　

株
式
会
社
中
西
製
作
所
北
海
道
支
店

（平成 29 年５月 24 日）
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教
育
行
政
報
告

教 育 行 政 報 告 （教育長　田中宣行）

１　町内小中学校
　の状況について

　はじめに、５月１日現在の小中学校の学級数および児童生徒数に
ついてですが、由仁小学校は、特別支援学級４学級を含めて 10 学級
198 名、由仁中学校は、特別支援学級３学級を含めて７学級で 127
名となっています。小中学校全体では、17 学級 325 名となり、昨年
度と比較しますと、児童生徒数で 21 名の減、学級数では小学校の統
合もあり、９学級の減となっています。
　次に、小中学校の教職員数についてですが、校長・教頭は４名、
教諭 25 名、養護教諭２名、栄養教諭１名、事務職員２名、時間講師
１名のほか、中学校美術科における南幌中学校との兼務教諭１名の
計 36 名で、昨年度と比較しますと、12 名減の教員配置となってい
ます。
　このほか、昨年度から配置されました非常勤のスクールカウンセ
ラーが１名、町単費でＡＬＴが２名、介助員２名、事務補が２名、
特別支援教育支援員が４名、公務補３名の計 14 名の職員がそれぞれ
勤務しています。
　なお、４月に新たな由仁小学校として開校してから２か月が経過
したところでありますが、学校運営全体として混乱もなく円滑なス
タートを切ることができています。

２　修学旅行観光
　大使の活動につ
　いて

　由仁中学校の修学旅行については、５月 17 日から 19 日までの２
泊３日の日程で、３年生 43 名が参加して実施されました。見学先は、
東京都のほか、昨年に引き続き静岡県を訪れ、地引網体験や茶摘み
体験などを行ったほか、由仁町観光大使として静岡空港内で観光パ
ンフレットを旅行客に手渡すなど、由仁町のＰＲ活動を行ってきま
した。生徒からは、「緊張したけどしっかりＰＲできた。」、「由仁町
のことを説明した後、パンフレットを見てくれていて嬉しかった。」
などの感想が寄せられ、貴重な体験活動
になったとの報告を受けたところです。
　また、由仁小学校では今月 21 日から、
１泊２日の日程で洞爺湖・ルスツ方面へ
の修学旅行が予定されており、旅行先に
おいて同様の取り組みを行うこととなっ
ています。

３　由仁町学校給
　食センター改築
　工事の進捗状況
　について

　「由仁町学校給食センター改築工事」は、５月 25 日に着工し、現在、
仮設工事の作業中であり、来年１月 31 日に完成の予定となっていま
す。
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一般
質問

大
竹
議
員

　
　
　

町
職
員
の
給
与
改
善
や

関
係
団
体
職
員
に
対
す
る
人
件

費
補
助
の
改
善
が
行
わ
れ
、
ご

苦
労
に
敬
意
を
表
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
一
方
、
特
定
の
担
当
課

に
お
い
て
は
深
夜
遅
く
ま
で
残

業
が
続
け
ら
れ
、
職
員
の
健
康

管
理
を
心
配
す
る
声
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
１
つ

目
は
職
員
の
定
数
管
理
と
残
業

の
実
態
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
、
伺
い
ま
す
。

　

次
に
財
政
支
援
団
体
の
人
件

費
補
助
に
つ
い
て
で
す
が
、
道

の
人
件
費
補
助
が
あ
る
団
体
職

員
や
福
祉
関
係
団
体
に
お
い
て

は
一
定
の
改
善
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
長
期
間
据
え
置
か
れ

て
い
る
団
体
も
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
実
態
を
調
査
の
上
、

改
善
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　
　
　

点
目
の
定
数
管
理
と
残

　
　
　

業
の
実
態
で
す
が
、
現

在
の
正
職
員
の
数
は
町
立
病
院

の
医
師
・
看
護
師
を
除
い
て
90
人

で
、
こ
れ
に
定
型
的
な
業
務
を

行
う
嘱
託
職
員
を
加
え
ま
す
と

１
０
０
人
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
１
０
０
人
と
い
う
数
字

は
、
平
成
19
年
度
に
策
定
し
た

定
員
管
理
計
画
の
目
標
数
で
あ

る
99
人
よ
り
も
１
人
多
い
数
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
は
平
成
21
年
度
に
策
定

町

１

し
た
早
期
健
全
化
計
画
を
遂
行

す
る
た
め
、
事
務
事
業
の
外
部

委
託
の
ほ
か
、
退
職
職
員
の
不

補
充
お
よ
び
給
与
の
削
減
な
ど

に
よ
り
人
件
費
の
圧
縮
を
進
め

て
い
た
こ
と
が
功
を
奏
し
、
平

成
22
年
度
を
も
っ
て
早
期
健
全

化
団
体
を
脱
し
た
わ
け
で
す

が
、
計
画
終
了
後
に
お
い
て
も

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
27
年
度
ま
で
職

員
給
与
の
一
部
削
減
を
継
続
し

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

定
員
管
理
計
画
の
目
標
を
達

成
し
た
平
成
25
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
、
定
年
退
職
な
ど
に
よ

っ
て
欠
員
と
な
っ
た
職
員
数
に

応
じ
、
計
画
的
に
職
員
の
採
用

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
残
業
、
い
わ
ゆ
る
時
間

外
勤
務
の
実
態
で
す
が
、
職
員

は
勤
務
時
間
内
に
業
務
を
適
切

に
遂
行
す
る
よ
う
職
務
に
専
念

し
て
い
ま
す
が
、
国
や
北
海
道

の
事
務
の
増
加
が
時
間
外
勤
務

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
す
。

　

残
業
が
必
要
な
場
合
に
は
、

所
属
課
長
に
対
し
て
具
体
的
な

用
務
内
容
、
必
要
時
間
等
を
前

も
っ
て
申
し
出
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
管
理
職
で
あ
る
所
属
課

長
は
、
業
務
の
緊
急
性
、
必
要

性
を
十
分
に
確
認
し
た
上
で
、

時
間
外
勤
務
を
命
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
職
員
に
対
し
、
適

正
な
時
間
外
勤
務
命
令
を
行

い
、
健
康
管
理
に
配
慮
し
て
い

き
ま
す
。

　

次
に
２
点
目
の
人
件
費
補
助

に
つ
い
て
で
す
が
、
ま
ず
、
団

体
運
営
に
つ
い
て
は
、
団
体
そ

れ
ぞ
れ
が
自
主
財
源
を
持
っ
て

運
営
す
る
と
い
う
こ
と
が
基
本

原
則
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
う
え
で
、
一
定
の
政

策
実
現
に
資
す
る
活
動
に
対
し

て
財
政
支
援
を
行
う
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
そ
の
水
準
は
、
団

体
の
状
況
な
ど
に
よ
り
一
様
で

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
が
長
期
間
据
え
置
か

れ
て
い
る
団
体
に
は
、
高
齢
者

事
業
団
が
該
当
す
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
高

齢
者
事
業
団
の
収
支
決
算
を
確

認
し
ま
し
て
も
、
十
分
収
支
の

均
衡
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
補
助
金
の
増
額
に
つ
い
て

は
、
他
の
団
体
の
支
援
状
況
も

確
認
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ

て
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
団
体
に
対
す
る
財

政
支
援
の
あ
り
方
は
、
団
体
の

性
格
や
運
営
の
あ
り
方
、
収
支

の
状
況
な
ど
も
勘
案
し
た
適
正

な
財
政
支
援
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

大竹議員町　長

労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て

職
員
定
数
は
計
画
的
に
管
理
し
て
い
る

時
間
外
勤
務
は
健
康
管
理
に
配
慮
す
る

団
体
に
対
す
る
財
政
支
援
は
必
要
に
応

じ
て
協
議
を
行
う

議
　
員
　
質
　
問

　
　
　
長
が
就
任
さ
れ
て
以
来
、
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後藤議員町　長

由
仁
町
地
域
支
え
合
い
活
動
の
推
進
に
　
　
　

　
　
　
　
　
　
関
す
る
条
例
の
推
進
に
つ
い
て

今
後
も
周
知
啓
蒙
を
進
め
、
町
内
全
て
の

自
治
区
で
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す

後
藤
議
員

　
　
　
昨
年
、
由
仁
町
地
域
支
え
合

　
　
　
い
活
動
の
推
進
に
関
す
る
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例

は
、
町
長
が
提
唱
す
る
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

条
例
と
考
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
条
例
に
対
す
る
町

民
の
理
解
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
条
例
を
今
後

ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
る
の
か
、
町

長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　
　
　
域
支
え
合
い
活
動
の
推
進
に

　
　
　
関
す
る
条
例
は
、
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
方
が
社
会
か
ら
孤
立

す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
こ
の
活
動
は
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
柱
の
ひ

と
つ
、
「
生
活
支
援
」
そ
の
も
の
で

あ
っ
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
の
た
め
に
は
、
必
要
不
可
欠
で

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
条
例
制
定
後
、
２
年
目
に
入
っ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
間
、

自
治
区
長
会
議
や
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
に
お
い
て
、
事
業
内
容

の
説
明
や
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
区

か
ら
の
事
例
発
表
を
行
う
な
ど
、
周

知
啓
蒙
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
区
と

一

地

の
座
談
会
を
開
催
し
、
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
、
活
動
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
年
度
は
、
11
の
自
治
区
で
取
り
組

ま
れ
る
予
定
で
す
。

　
地
域
支
え
合
い
活
動
を
始
め
と
す

る
生
活
支
援
活
動
は
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
活
動
で
す
の
で
、
今
年

度
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携

し
て
、
生
活
支
援
に
関
す
る
講
演
会

や
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

講
座
を
開
催
し
、
ま
た
、
出
前
講
座

制
度
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
本
活

動
の
周
知
啓
蒙
を
進
め
、
将
来
的
に

は
、
町
内
全
て
の
自
治
区
で
活
動
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

議会を傍聴してみませんか！
次の定例会は、９月に開会します。

手続は、備え付けの傍聴者名簿に住所・氏名を記入するだけです。

議会の開催日については、防災無線でお知らせしています。
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■
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、

庶
務
、
選
挙
、
税
、
財
政
に
関

す
る
事
項
お
よ
び
学
校
教
育
、

社
会
教
育
な
ら
び
に
学
校
施
設

等
に
関
す
る
事
項
等
を
所
管
し

て
い
ま
す
。

委
員
長　

加　

藤　

重　

夫

副
委
員
長　

早　

坂　

寿　

博

委　
　

員　

井　

村　

勇　

夫

　
　
　
　
　

浮　

田　

孝　

雄

　
　
　
　
　

吉　

田　

弘　

幸

■
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
は
、

農
政
、
商
工
振
興
、
観
光
行

政
、
農
業
委
員
会
に
関
す
る
事

項
お
よ
び
保
健
福
祉
、
国
民
健

康
保
険
、
町
立
病
院
等
に
関
す

る
事
項
等
を
所
管
し
て
い
ま

す
。委

員
長　

佐　

藤　

英　

司

副
委
員
長　

羽　

賀　

直　

文

委　
　

員　

大　

竹　
　
　

登

　
　
　
　
　

後　

藤　

篤　

人

　
　
　
　
　

吉　

田　

弘　

幸

■
議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会

が
公
正
円
滑
に
運
営
さ
れ
る

よ
う
開
催
日
程
の
調
整
等
の
協

議
を
行
い
、
議
長
の
諮
問
に
応

じ
る
ほ
か
、
議
案
や
請
願
・
陳

情
な
ど
を
ど
の
常
任
委
員
会
に

附
託
す
る
か
な
ど
を
審
査
し
ま

す
。委

員
長　

後　

藤　

篤　

人

副
委
員
長　

羽　

賀　

直　

文

委　
　

員　

佐　

藤　

英　

司

　
　
　
　
　

加　

藤　

重　

夫

　
　
　
　
　

吉　

田　

弘　

幸

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
、

議
会
の
審
議
状
況
を
住
民
に
周

知
す
る
た
め
、
議
会
広
報
紙
の

編
集
・
発
行
を
行
い
ま
す
。

委
員
長　

大　

竹　
　
　

登

副
委
員
長　

早　

坂　

寿　

博

委　
　

員　

浮　

田　

孝　

雄

　
　
　
　
　

後　

藤　

篤　

人

　
　
　
　
　

羽　

賀　

直　

文

◆各委員会委員の選任◆
由仁町議会の委員会構成を変更しました

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

議会広報特別委員会

議会運営委員会
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　上記研修会に当町議会から熊林議長と私が
出席しました。
　研修会では「これからの町村議会を考え
る」をテーマに５名の方から講演が行われま
した。
　研修を終えて、特に実践報告の議会活性化
に向けた２町の取り組みは、今後の由仁町議
会および議員のあり方を検討する上で、大変
参考になりました。
　浦幌町議会は町民に開かれた身近な町民参
加の議会を目指し、議員全員で取り組む活動
を、「チーム議会」と位置づけし、議会の活
性化に取り組んでいます。
　京都府精華町議会は、「まずは、一度やっ
てみよう！」を合言葉に議会活性化に議会一
丸となって取り組んでいます。
　議会が定期的に住民報告会や意見交換会を
開き、議会の決定に対する説明責任を果たす
とともに、住民の意見を聞く仕組みづくりの
ためにも由仁町議会基本条例の制定を目指し
深い議論をし、開かれた議会の実現を早急に
進める必要があります

　また、地方主権時代にふさわしい議会とす
べく議員活動の活性化の取り組みが重要と考
えます。　
　私も、「まずは、一度やってみよう！」の
精神で議会活性化の取り組みを積極的に実践
していきたいと思いました。

◆◆議員研修会報告◆◆
報告者　副議長　吉　田　弘　幸

研 修 名　　平成29年度全国町村議会議長・副議長研修会
　　　　　　～これからの町村議会を考える～
出 席 者　　議長　熊 林 和 男・副議長　吉 田 弘 幸　
研 修 日　　平成29年５月31日
研修場所　　中野サンプラザホール（東京都）

○講演「大震災における自治体と議会の使命」
　（公財）地方自治総合研究所
　主任普及員　今　井　　照　氏
〇町村議会特別表彰
　講演「議会の活性化！政策形成マネジメントサ
　イクルと議員のなり手不足の検証～身の丈にあ
　った活性化から一歩一歩前進する議会へ～」
　北海道浦幌町議会議長　田　村　寛　邦　氏
〇町村議会特別表彰
　講演「精華町での議会活性化の取り組みと期待
　される議会の姿」
　京都府精華町議会
　議長　杉　浦　正　省　氏
　議会運営委員会委員長　佐々木　雅　彦　氏
〇講演「議長・副議長のあり方」
　新潟県立大学国際地域学部　
　准教授　田　口　一　博　氏

南空知議会議長・副議長のみなさんと
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６
月
30
日
に
福
島
県
田
村
市
議
会
会
派
の
議
員
３
名

が
来
町
し
、
「
人
口
減
少
時
代
の
地
方
自
治
体
が
策
定

す
る
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
、
熊
林
議
長

が
応
対
し
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
に
留
寿
都
村
議
会
の
議
員
10
名
が
来
町

し
、
「
移
住
・
定
住
施
策
」
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
、

熊
林
議
長
が
応
対
し
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
に
南
富
良
野
町
議
会
の
議
員
７
名
が
来
町

し
、
「
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
、
熊
林
議
長
・
吉
田
副
議
長
が
応
対
し
ま
し

た
。

　

役
場
の
担
当
職
員
が
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
説
明
を
行

な
っ
た
後
、
質
疑
応
答
を
行
い
、
お
互
い
に
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
他
市
町
村
と
の
交
流
を
行
い
、
お
互
い
に
研

鑽
す
る
と
と
も
に
由
仁
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

よ
う
こ
そ
由
仁
町
へ
！

よ
う
こ
そ
由
仁
町
へ
！

　

７
月
５
日
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
北
海
道
町

村
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
の
金
子
勝
氏
か
ら
、

「
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
日
本
経
済
―
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
？
」

を
演
題
と
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
す

る
厳
し
い
見
解
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
、
今
後
の
日
本
経
済
の

行
方
に
危
う
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
日
本
放
送
協
会
解
説
副
委
員
長
の
島
田
敏
男
氏
か

ら
、
「
日
本
政
治
の
昨
日
・
今
日
・
明
日
」
を
演
題
と
し
て
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

憲
法
改
正
の
動
向
や
日
本
と
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
の
た

め
に
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
な
ど
、

安
倍
政
権
の
現
状
分
析
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

熱
く
語
る
金
子
氏
と
冷
静
沈
着
な
島
田
氏
と
対
照
的
な
お
二

人
か
ら
多
く
の
事
を
学
ん
だ
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
研
修
会
が

　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

議
員
研
修
会
が

　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

留 寿 都 村 議 会

金 子    勝  氏

島 田 敏 男 氏

〝由仁町議会へ町民皆様の声を届けてください〟
『由仁町の住みよいまちづくり』のために、町民皆様のご意見、ご要望、ご提言などをお待ちしています。

※匿名分は除かせていただきます。

あて先

メールアドレス　gikaij imu@town.yuni. lg.jp
　　　　ＴＥＬ　８３－２１１１
　　　　ＦＡＸ　８３－３０２０

南富良野町議会
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６
月
の
長
雨
・
天
候
不
良
に
よ
り
農
作
物
の

生
育
の
遅
れ
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
長
期
予
報
に

よ
る
と
７
月
・
８
月
は
天
候
も
良
く
、
高
温
が

続
く
よ
う
で
す
。
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
た
め
に

も
、
今
後
の
農
作
物
の
管
理
に
注
意
を
払
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
町
議
会
議
員
も
４
年
の
任
期
の
内
、

２
年
を
終
え
た
こ
と
か
ら
各
委
員
会
の
構
成
が

変
わ
り
ま
し
た
。
新
た
な
体
制
の
中
で
、
今

後
、
さ
ら
に
活
発
な
議
員
活
動
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
気
を
引
き
締
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
も
の
を
見
つ
け

る
た
め
に
も
、
町
民
皆
様
の
お
声
を
私
た
ち
に

届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　

 

文
責　
副
委
員
長　
早　
坂　
寿　
博

編
集
後
記■編集／議会広報特別委員会

　　　　大竹　　登・早坂　寿博
　　　　浮田　孝雄・後藤　篤人
　　　　羽賀　直文

	

	 26日	 元妹背牛町議会議長　森嶋良男氏告別式
			   （深川市　議長）
	 29日	 由仁町を日本一桜のまちにする会植樹祭
			   （体験農園　議長）

	 11日	 三役会議	 （正副議長室　議長ほか）
	 19日	 平成29年由仁町商工会通常総会
			   （商工会　議長）
	 24日	 由仁町議会第２回臨時会	 （議場　議員）
	 〃日	 五役会議	 （正副議長室　議長ほか）
	 〃日	 議会運営委員会	 （委員会室　委員）
	 29日	 由仁中学校体育大会	（由仁中学校　議長ほか）
  	30～31日　全国町村議会議長・副議長研修会
			   （東京都　議長・副議長）

	 ２日	 総務文教常任委員会	 （委員会室　委員）
	 〃日	 議会運営委員会	 （委員会室　委員）
	 ３日	 第７師団創隊62周年・東千歳駐屯地創立63周  
		  年記念行事	 （千歳市　羽賀議員）
	 〃日	 由仁小学校運動会	 （由仁小学校　議長ほか）
	 ７日	 議会三役と理事者の懇談会 
			   （応接室　議長ほか）
	 〃日	 北海道結志会地域政策懇談会	（栗山町　議長）
	 ９日	 五役会議	 （正副議長室　議長ほか）
	 〃日	 議会運営委員会	 （委員会室　委員）
	 11日	 由仁消防団春季連合消防演習
			   （町民センター　議長ほか）
	 12日	 全員協議会	 （委員会室　議員）
	 13日	 北海道町村議会議長会定期総会・研修会
			   （札幌市　議長）

 14～16日　由仁町議会第２回定例会　 （議場　議員）
	 16日	 議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
	 18日	 第６回ボランティア連合会パークゴルフ大会
			   （ゆにっＰＡ　議長ほか）
	 19日	 小麦貯蔵施設増設工事安全祈願祭
			   （熊本　議長）
	 26日	 南空知消防組合第２回臨時会	
			   （栗山町　組合議員）
  27～29日　南空知ふるさと市町村圏組合行政視察
			   （福岡県・佐賀県　組合議員）
	 30日	 福島県田村市議会行政視察
			   （委員会室　議長）

	 ３日	 留寿都村議会行政視察	 （委員会室　議長）
	 ４日	 北海道町村議会議長会議員研修会
			   （札幌市　議員）
	 ５日	 南富良野町議会行政視察	 （委員会室　議長）
	 ９日	 北恵庭駐屯地創立67周年記念行事
			   （恵庭市　佐藤議員）
	 11日	 議会広報特別委員会	 （委員会室　委員）
	 13日	 空知教育センター組合第１回臨時会
			   （滝川市　組合議員）
	 23日	 自民党政経セミナー	 （岩見沢市　議長）
	 25日	 空知町村議会議長会議員研修会
			   （沼田町　議員）
	 29日	 碧南市親善訪問団歓迎会
			   （ゆにガーデン　議長・加藤議員）
	 30日	 由仁町ムカデが走る夏まつり開会式
			   （健康元気づくり館前　議長）

４月

５月

６月

７月

●12議 会 だ よ り


